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～ 飯豊連峰紅葉ジョギング大会 ～ 
　１０月２６日、第２７回飯豊連峰紅葉ジョギング大会
が、旧小玉川小中学校で開催されました。町内の
小中学生や、新潟県などから参加した２５０人は、
それぞれ４つのコースに分かれて、赤や黄色に染
まった山々をバックに、額に汗を流しながら思い
おもいのペースで走っていました。 

シ
リ
ー
ズ
散歩道 散歩道 
白い森の 白い森の 
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十
月
十
一
日
〜
十
三
日
ま
で
、
道
の

駅
「
白
い
森
お
ぐ
に
」
で
、
秋
の
収
穫

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
連
休
に
合
わ

せ
て
開
催
さ
れ
た
今
回
は
、
観
光
面
で

の
広
域
的
な
交
流
と
連
携
を
図
る
た
め
、

新
潟
県
下
越
地
方
の
特
産
品
も
多
数
出

店
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
か
た
が

た
が
会
場
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
期
間
中
は
、
日
替
わ
り
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
来
場
者
に
新
米
や
海
産
物

な
ど
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
ほ
か
、
地

元
産
に
こ
だ
わ
っ
た
旬
の
き
の
こ
や
あ

け
び
、
芋
煮
な
ど
秋
の
味
覚
が
揃
え
ら

れ
、
た
く
さ
ん
の
人
だ
か
り
が
で
き
て

い
ま
し
た
。

���������
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十
月
二
十
六
日
、
黒
沢
峠
敷
石
道
保

存
会
が
主
催
す
る
黒
沢
峠
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
敷
石
が
整
備
さ
れ
る
前
の

旧
道
か
ら
山
頂
、
そ
し
て
現
在
の
敷
石

道
へ
周
回
す
る
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
、

百
人
を
超
え
る
参
加
者
が
紅
葉
を
眺
め

な
が
ら
黒
沢
峠
を
散
策
。
そ
の
後
、
祭

り
広
場
で
は
、
丸
太
切
り
大
会
な
ど
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
大
き
な
歓
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

10/26

� ��������������������������������

　町商工会が主催する「街かどミニ
鉄道展」が、１０月１８～１９日、アスモ
で開催され、米坂線の歴史を中心に、
さまざまな鉄道資料や線路管理用の
道具が展示されていました。
　また会場では、�改��札��鋏�（切符を切

かい さつ きょう

る道具）など、実際に道具類に触れ
るコーナーも設けられ、訪れた親子
連れなどに大人気となっていました。
このほか、蒸気機関車や廃駅などの
写真の前には、目を細めて見入る年
配のかたがたも多く見られました。
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九
月
二
十
七
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

で
、
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
が
主
催

す
る
「
縄
文
の
ク
リ
・
小
国
の
ク
リ

講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
同
博
物
館
が
、
縄
文
時
代
の
ク

リ
と
人
々
の
生
活
の
関
わ
り
に
つ
い

て
、
約
二
年
間
、
町
内
で
実
施
し
て

き
た
調
査
の
成
果
を
発
表
し
た
も
の

で
す
。

　

講
演
会
に
は
、
町
民
約
三
十
人
の

ほ
か
、
県
外
か
ら
、
考
古
学
や
植
物

学
な
ど
の
専
門
家
や
学
生
ら
も
参
加
。

縄
文
時
代
に
お
け
る
里
山
の
管
理
状

況
や
、
生
活
の
変
化
な
ど
が
報
告
さ

れ
た
後
、
調
査
地
と
な
っ
た
栗
林
の

見
学
会
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

10/18～19

����������������������������������������

ー この人に聞く ー ー この人に聞く ー 
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9/27

��������	

　柔道を通した青少年の健
全育成や、広域交流を目指
す「白い森杯柔道大会」は、
今年で６回目を数えます。
　中学生対象のこの大会は、
年々出場希望者が増え、現
在は約４００人の選手が参加
し、県内でも最大規模の柔
道大会となりました。準備
にあたる父兄やＯＢなどの
地域のみなさま、協賛して
くださる企業や団体、選手
団を引き受けてくださる宿
泊施設など、多くのかたの
協力に支えられ、ここまで
大きな舞台を作りあげるこ
とができました。
　この大会では、より多く
の選手に試合をしていただ
くため、レギュラー選手だ
けではなく、準レギュラー
選手を対象とした試合など
も行うほか、翌日には合同
練習会も企画しています。
　会場は、選手や応援団の
活気に満ちあふれています。
みなさんにも、ぜひ１度大
会の雰囲気を感じていただ
ければと思います。

白い森杯柔道大会
実行委員長　

多 勢 信 人さん
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昭
和
二
十
二
年
、
国
は
教
育

基
本
法
と
学
校
基
本
法
を
公
布

し
、
現
在
の
学
校
制
度
の
骨
格

と
な
る
六
・
三
・
三
・
四
制
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
翌
二
十
三

年
、
戦
後
の
新
し
い
教
育
と
し

て
、
新
制
高
等
学
校
の
実
施
が

決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
同
年
、
県
立

小
国
高
校
が
創
立
さ
れ
、
小
国

小
学
校
内
に
仮
校
舎
を
設
置
。

そ
れ
ま
で
町
に
は
、
旧
制
中
学

校（
新
制
高
等
学
校
）が
な
か
っ

た
た
め
、
上
級
学
校
に
進
学
す

る
た
め
に
は
、
長
井
市
や
米
沢

市
に
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

開
校
式
は
、
五
月
二
十
二
日
。

教
育
機
会
が
十
分
で
は
な
か
っ

た
当
時
の
環
境
の
な
か
、
新
制

高
等
学
校
の
生
徒
二
百
人
あ
ま

り
は
、
大
半
が
社
会
人
。
当
初

は
、
日
中
の
勤
務
を
終
え
て
か

ら
の
定
時
制
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
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四
月　

県
立
小
国
高
校
設
置
認
可
。
定

時
制
高
校
と
し
て
発
足
。

　
　

五
月　

小
国
小
学
校
内
仮
校
舎
で
開
校

式
及
び
入
学
式
。

　
　

六
月　

授
業
開
始
（
普
通
科
、
農
業
科
、

家
庭
科
）。

�
�
�
�
�
�
�

　
　

六
月　

旧
中
学
校
跡
地
に
移
転
。

�
�
�
�
�
�
�
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小
国
高
校
は
県
立
高
校
と
し

て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
し
た
が
、

昭
和
四
十
年
に
全
面
県
移
管
と

な
る
ま
で
は
、
施
設
の
大
部
分

が
町
の
所
有
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
町
や
住
民
が
一

丸
と
な
っ
て
協
力
し
合
い
、
高

校
の
運
営
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

町
民
の
熱
意
に
よ
っ
て
守
り
育

ま
れ
て
き
た
「
地
域
の
高
校
」

は
、
現
在
、
小
中
高
一
貫
教
育

の
実
践
で
中
核
的
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

六
年
間
に
わ
た
る
文
部
科
学

省
の
「
研
究
開
発
校
」
と
し
て

の
指
定
は
、
平
成
十
八
年
度
で

終
了
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
町

で
は
、
六
年
間
の
成
果
を
基
礎

と
し
て
、
平
成
十
九
年
度
か
ら

も
引
き
続
き
、「
豊
か
な
心
と
創

造
力
を
も
ち
、
社
会
変
化
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育

成
」
を
目
標
に
、
独
自
の
一
貫

教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

特
色
の
一
つ
で
あ
っ
た
特
設

科
目
の
「
国
際
・
情
報
」
に
つ

い
て
は
、
単
独
教
科
と
し
て
認

め
ら
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
現

在
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

な
ど
を
利
用
し
て
、
こ
れ
ま
で

と
ほ
ぼ
同
様
の
学
習
が
確
保
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
町
独
自
の

取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
早
い
段

階
か
ら
パ
ソ
コ
ン
や
英
語
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
成
果

が
、
高
校
に
お
け
る
英
検
や

ワ
ー
プ
ロ
検
定
な
ど
の
資
格
取

得
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
伝
統
や
文
化

を
学
ぶ
小
・
中
学
校
で
の
「
白

い
森
学
習
」
は
、
小
国
高
校
で

は
「
地
域
文
化
学
」
と
し
て
、

大
学
教
授
ら
の
専
門
的
な
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
主
体
的
な
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
域
行
事
へ
の

積
極
的
な
参
加
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
、
小
・
中
学
校
と
高

校
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
合
わ

せ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
の
職
場

体
験
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
仕
事
内
容
を
知
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
社
会
人
と
し
て
の

心
構
え
や
、
自
分
と
社
会
と
の

つ
な
が
り
を
考
え
る
こ
と
に
も 高校体験入学で、熱心にパンフレットに見入る中学生

　
　

九
月　

新
校
舎
一
部
完
成
。
新
校
舎
に

移
転
。

�
�
�
�
�
�
�

　
　

四
月　

全
日
制
普
通
科
併
置
。

　
　

三
月　

定
時
制
普
通
科
廃
止
。

�
�
�
�
�
�
�

　
　

九
月　

体
育
館
完
成
。

�
�
�
�
�
�
�

　
　

四
月　

林
業
科
設
置
。

�
�
�
�
�
�
�

　

十
二
月　

寄
宿
舎
「
興
学
寮
」
完
成
。

�
�
�
�
�
�

　
　

四
月　

全
面
完
全
県
移
管
と
な
る
。

　
　

三
月　

演
習
林
宿
舎
完
成
。

�
�
�
�
�
�
�

　
　

三
月　

林
業
科
廃
止
。

�
�
�
�
�
�
�

　

十
一
月　

新
校
舎
落
成
（
現
在
の
校
舎
）。

�
�
�
�
�
�
�

　
　

三
月　

寄
宿
舎
「
興
学
寮
」
閉
寮
。

�
�
�
�
�
�
�

　
　

八
月　

新
体
育
館
完
成
。

�
�
�
�
�

　
　

九
月　

山
形
県
か
ら
中
高
一
貫
教
育
実

践
協
力
校
に
委
嘱
。

�
�
�
�
�
�

　
　

四
月　

文
部
科
学
省
か
ら
小
中
高
一
貫

教
育
研
究
開
発
学
校
に
指
定
。

�
�
�
�
�
�

　
　
　
　
　

創
立
六
十
周
年
を
迎
え
る
。

画面に向かい文字を入力する小国高校生
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役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
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小
国
高
校
に
は
、
国
際
理
解

を
深
め
る
教
育
の
一
環
と
し
て
、

県
か
ら
専
属
の
外
国
語
指
導
助

手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
が
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
国
際
社
会

で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を

目
指
し
て
、
海
外
へ
の
修
学
旅

行
や
短
期
留
学
な
ど
を
実
施
し
、

培
っ
て
き
た
英
語
力
を
実
際
に

応
用
で
き
る
場
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

九
月
二
十
日
か
ら
二
週
間
、

ア
メ
リ
カ
コ
ロ
ラ
ド
州
の
ミ
ッ

チ
ェ
ル
高
校
に
短
期
留
学
し
た

二
人
の
高
校
三
年
生
に
、
体
験

を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
を
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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�
�「英検など資格取得にも挑戦したい」という渡辺真衣さん

「英語が大好き。勉強も苦にならない」と話す渡辺千穂さん
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二
学
期
か
ら
、
高
校
の
Ａ
Ｌ

Ｔ
と
し
て
教
壇
に
立
つ
ジ
ャ
ッ

ク
・
ア
ク
セ
ル
ロ
ッ
ド
さ
ん
は
、

次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。
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小
国
高
校
の
後
援
会
長
を
務

め
る
佐
藤
義
昭
氏
（
舟
渡
）
は
、

現
在
の
高
校
の
姿
に
つ
い
て
、
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�
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�

�
�
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

六
十
周
年
を
迎
え
、
高
校
で

は
、
地
域
へ
の
感
謝
と
し
て
花

回
廊
づ
く
り
を
実
施
し
、
約
六

百
鉢
の
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
を
通

学
路
な
ど
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
十
月
十
八
日
に
は
、
ア

ス
モ
で
、
二
年
一
組
の
生
徒
が

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
生
徒
自
身
が
仕

入
れ
か
ら
販
売
ま
で
を
行
っ
た

喫
茶
店
の
ほ
か
、
記
念
エ
コ

バ
ッ
ク
の
販
売
な
ど
、
活
気
の

あ
る
店
内
に
多
く
の
か
た
が
足

を
止
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
八
年
目
を
迎

え
た
小
・
中
学
校
、
そ
し
て
高

校
ま
で
の
一
貫
教
育
の
研
究
開

発
は
、
学
力
向
上
や
学
校
相
互

の
連
携
な
ど
に
成
果
を
残
し
て

き
て
い
る
ほ
か
、
児
童
・
生
徒

た
ち
自
身
が
、「
地
域
の
中
の
自

分
」
や
「
社
会
の
中
の
自
分
」

を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
、

生
き
る
力
の
醸
成
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
小
国
高
校
の
魅
力

あ
る
高
校
づ
く
り
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
深
め
、
引
き
続
き
、
町
独

自
の
一
貫
教
育
の
研
究
と
実
践

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

チャレンジショップでは、ヨーヨー釣りや喫茶店などが行われ、
子どもからお年寄りまで、さまざまなかたが訪れていた

小国高校後援会会長
佐 藤 義 昭 氏（舟渡）
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小
国
高
校
創
立
六
十
周
年
を

記
念
し
、
十
月
十
七
日
、
同
校

体
育
館
で
、
元
プ
ロ
マ
ラ
ソ
ン

ラ
ン
ナ
ー
で
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト

の
有
森
裕
子
氏
を
招
い
て
の
記

念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

六
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
と
町
の
共
催
に
よ
っ
て
実

現
し
た
講
演
会
に
は
、
小
国
高

校
生
を
は
じ

め
、
町
内
の

中
学
生
や
学

校
関
係
者
の

ほ
か
、
多
く

の
町
民
が
訪

れ
、
有
森
氏

が
入
場
す
る

と
大
き
な
拍

手
で
迎
え
て

い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

当
日
、
有
森
氏
は
自
身
の
経

験
に
つ
い
て
「
よ
ろ
こ
び
を
力

に
…
」
と
題
し
講
演
。
小
学
生

か
ら
社
会
人
に
な
る
ま
で
の
さ

ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も

に
、
人
生
を
大
き
く
変
え
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
陸
上
競
技

と
の
出
会
い
な
ど
に
つ
い
て
、

聴
衆
に
語
り
か
け
る
よ
う
に
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
の
な
か
で
、
有
森
氏
は
、

「
私
も
最
初
か
ら
走
る
こ
と
が

好
き
だ
っ
た
訳
で
あ
り
ま
せ
ん
。

才
能
は
、
ど
こ
に
隠
れ
て
い
る

か
分
か
ら
な
い
も
の
で
す
。
多

く
の
か
た
は
、
小
学
生
や
中
学

生
の
時
か
ら
、
好
き
か
嫌
い
か

だ
け
で
、
物
事
に
取
り
組
む
か
、

取
り
組
ま
な
い
か
を
決
め
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
自

分
も
ま
だ
気
付
い
て
い
な
い
才

能
が
あ
る
の
に
、
自
分
で
自
身

の
可
能
性
を
狭
め
て
い
く
の
は
、

と
て
も
も
っ
た
い
な
い
こ
と
」

と
、
何
事
に
も
精
一
杯
に
挑
戦

す
る
大
切
さ
や
、
努
力
が
結
果

と
な
っ
て
い
く
喜
び
に
つ
い
て

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
物
事
が
う
ま
く
い
か

な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
は
周
囲

の
せ
い
で
は
な
く
、
自
分
に
原

因
が
あ
る
こ
と
の
方
が
多
い
。

一
生
懸
命
に
生
き
て
い
る
人
に

だ
け
、
一
生
懸
命
に
手
を
さ
し

の
べ
て
く
れ
る
人
と
の
出
会
い

や
、
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が

自
然
と
近
づ
い
て
く
る
。
自
分

の
理
想
を
強
く
持
っ
て
い
る
か

ど
う
か
が
大
切
で
す
」
と
、
何

事
に
も
前
向
き
な
姿
勢
を
忘
れ

な
い
で
欲
し
い
と
強
く
呼
び
か

け
、
会
場
の
生
徒
た
ち
に
エ
ー

ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
後
、
有
森
氏
は
生
徒
代

表
か
ら
贈
ら
れ
た
花
束
を
抱
え

な
が
ら
、
笑
顔
で
聴
衆
に
手
を

振
り
、
会
場
を
後
に
し
て
い
ま

し
た
。

�������������������	��������	����������������	�

～プロフィール～
　日本体育大学卒業後、�
リクルートに入社。マラソ
ン選手として、バルセロナ
五輪で銀メダル、アトラン
タ五輪で銅メダルを獲得。
　現在はＮＰＯ「ハート・
オブ・ゴールド」代表とし
て、地雷被害を受けた子ど
もの支援に力を注いでいる
ほか、国際陸連理事や国連
人口基金親善大使などとし
ても活躍している。
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十
月
十
九
日
、「
歩
こ
う
会
」

が
、
古
田
地
区
か
ら
石
滝
地
区

に
通
じ
る
沢
中
峠
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
し
た
三
十
八
人

は
、
色
づ
き
は
じ
め
た
山
々
を

眺
め
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー

ス
で
歩
き
、
そ
の
後
は
、
り
ふ

れ
で
芋
煮
な
ど
を
味
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

二
十
八
年
間
に
わ
た
っ
て
継

続
さ
れ
て
き
た
「
歩
こ
う
会
」

は
五
十
回
を
数
え
ま
す
。
今
回

が
最
後
の
開
催
と
な
り
、
参
加

者
か
ら
は
、
過
去
に
歩
い
た
峠

な
ど
の
思
い
出
話
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

昭
和
五
十
年
代
、
国
は
「
運

動
・
食
事
・
休
息
」
を
柱
と
し

て
、
国
民
の
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
歩
こ
う

会
は
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
昭
和

五
十
五
年
、
町
と
住
民
有
志
の

共
同
で
組
織
。「
歩
き
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
健
康
へ
の
意
識
を
高

め
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
活
動
を

続
け
て
き
ま
し
た
。

　

佐
藤
義
雄
会
長
は
、

「
活
動
を
は
じ
め
た
当
時

は
、
普
段
か
ら
積
極
的
に

運
動
し
よ
う
と
い
う
気
運

が
低
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
で
は
、
体
力
に
合
わ
せ

て
気
軽
に
運
動
で
き
る
環

境
が
あ
り
、
特
に
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
て
い
る
人
は
、

ず
い
ぶ
ん
増
え
ま
し
た
。

歩
こ
う
会
の
活
動
目
的
は

も
う
果
た
さ
れ
て
い
る
の
で
は
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

健康づくりの草の根活動

出発前、佐藤会長は「歩こう会としては最後ですが、
今後も、それぞれ活動してほしい」と話していた。

秋晴れに恵まれた最後の歩こう会

歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩
ここここここここここここ
うううううううううううう
会会会会会会会会会会会会
のののののののののののの
二二二二二二二二二二二二
十十十十十十十十十十十十
八八八八八八八八八八八八

歩
こ
う
会
の
二
十
八
年年年年年年年年年年年年年

歩こう会の歴史（一部抜粋）
参加者コ　ー　ス実施時期
５０健康の森（横根山林道）昭５５１回
５０黒沢峠～高鼻峠昭５６秋２回
３９萱ノ峠～朴木峠昭５７秋３回
５０大里峠昭５９秋４回
９２三面部落昭６０秋５回
４８県民の森～白鷹山昭６１春６回
５７子持峠昭６２春８回
５０田沢頭～金目昭６３春１０回
７１岩船神社ハイキングコース平１秋１３回
５０樽口峠～小玉川平２春１４回
４２綱川～屋敷平３春１６回
５１胡桃平～大平峠、桜峠、市野々平４春１８回
３８健康の森（朴木峠）平５春２０回
４１桂～嶽薬師～小岩内平６秋２３回
４４大峰山（新潟県加治川村）平７春２４回
５６黒俣～胎内平（新潟県黒川村）平８春２６回
５４南大平ダム公園（新潟県神林村）平９春２８回
５６県民の森平１０春３０回
３０神林村平林城跡平１１春３１回
５９春の越後路を歩く（下関）平１２春３３回
４６紅葉の温身平散策平１３秋３６回
４６変貌する叶水地区平１４秋３８回
５０秋の奥三面平１５秋４０回
４７秋の林道大平峠線平１６秋４２回
４６沖庭山と水芭蕉の群生地平１７春４３回
４６盗人沢林道～白子神社平１８春４５回
３６百子沢、市野沢越え健康の森平１９春４７回
１５町原稲荷神社と町内回遊コース平１９秋４８回
１７新潟県：片貝から下関を歩く平２０春４９回
３８沢中峠（古田～石滝）を越えて平２０秋５０回

昭
和
五
十
六
年
、参
加
者
は
掘
り
起
こ
さ
れ
た
ば
か
り
の

黒
沢
峠
敷
石
道
を
歩
い
た
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十
月
五
日
、
町
立
病
院
駐
車

場
や
町
営
住
宅
周
辺
の
あ
け
ぼ

の
地
区
を
会
場
に
、
小
国
町
総

合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
訓
練
は
、
新
潟
県
沖
を
震

源
と
す
る
大
地
震
に
よ
り
、
町

内
で
も
被
害
が
発
生
し
た
と
い

う
想
定
で
行
わ
れ
、
町
内
の
消

防
団
員
や
、
地
区
の
か
た
な
ど

約
四
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
災
害
対
策
本
部
の

設
置
に
は
じ
ま
り
、
初
期
消
火

や
救
急
救
護
、
炊
き
出
し
な
ど
、

災
害
時
に
お
け
る
住
民
一
人
ひ

と
り
の
協
力
体
制
を
確
認
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
県
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
「
も
が
み
」
に
よ

る
救
助
訓
練
な
ど
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

�
�
�
�
�
�
�

　

十
日
四
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

で
、
自
主
防
災
組
織
推
進
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
災
害
時
の
様
子
や
住
民

活
動
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
県
と
町
が
主
催
し
た

も
の
で
、
約
三
十
人
が
参
加
。

講
師
の
大
矢
幹
雄
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
防
災
サ
ポ
ー
ト
お
ぢ

や
）
は
、「
小
さ
い
集
落
ほ
ど
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
強
い
。

昔
な
が
ら
の
つ
き
あ
い
が
、
近

所
の
高
齢
者
の
無
事
を
確
認
す

る
う
え
で
、と
て
も
大
切
で
す
」

と
、
住
民
に
よ
る
防
災
組
織
の

有
効
性
に
つ
い
て
話
し
て
い
ま

し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

　

十
月
二
十
三
日
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
、
白
い
森
仙
人
講

座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
四
回
目
と
な
る
こ
の
日
は
、

笑
い
に
よ
る
幸
せ
づ
く
り
を
提

唱
し
、「
呑
百
笑
燦
塾
（
ど
ん

び
ゃ
く
し
ょ
う
さ
ん
じ
ゅ
く
）」

を
主
宰
し
て
い
る
井
上
太
さ
ん

（
山
形
市
）
が
、
時
事
ネ
タ
を
織

り
交
ぜ
た
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

の
講
演
を
行
い
、
会
場
は
終
始

大
き
な
笑
い
声
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

�����������������������������������
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����������������
����������������
����������������
����������������
����������������
����������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�����������������

����������
����������
����������
����������
����������

�
�
�
�
�
�����������

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��
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十
月
二
十
五
日
、
沖
庭
小
学

校
で
、
沖
小
歌
舞
伎
と
古
田
歌

舞
伎
の
合
同
公
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
沖
庭
小
学
校
の

五
・
六
年
生
約
二
十
人
に
よ
っ

て
、「
寿
三
番
叟
」・「
白
波
五
人

男
」・「
絵
本
大
功
記
」
の
三
演

目
が
演
じ
ら
れ
た
ほ
か
、
こ
れ

に
続
い
て
、
古
田
歌
舞
伎
保
存

会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
、「
奥

州
安
達
ヶ
原
一
つ
家
の
場
」
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
田
歌
舞
伎
は
、
地
域
の
農

民
芸
能
と
し
て
、
江
戸
時
代
末

期
か
ら
継
承
さ
れ
て
い
た
も
の

で
、
昭
和
三
十
年
代
に
一
旦
途

絶
え
た
も
の
の
、
昭
和
六
十
一

年
に
復
興
。
平
成
四
年
に
は
町

の
無
形
文
化
財
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

沖
小
歌
舞
伎
は
、
こ
の
郷
土

芸
能
を
伝
え
守
っ
て
い
く
た
め
、

沖
庭
小
学
校
の
五
年
生
を
中
心

に
、
毎
年
、
児
童
が
取
り
組
ん

で
き
て
い
る
も
の
で
、
昨
年
二

十
回
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
夏

以
降
、
地
域
の
指
導
者
や
先
輩

か
ら
、
数
ヶ
月
に
わ
た
り
立
ち

振
る
舞
い
の
指
導
を
受
け
て
き

た
児
童
ら
は
、
緊
張
し
た
表
情

を
見
せ
な
が
ら
も
、
大
き
な
声

で
堂
々
と
演
じ
、
会
場
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

十
月
五
日
か
ら
十
日
ま
で
、

町
内
の
中
学
二
年
生
九
十
人
が
、

職
場
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
ー
ト
・

ウ
ィ
ー
ク
と
よ
ば
れ
る
取
り
組

み
で
、
実
際
の
労
働
経
験
を
と

お
し
て
、
社
会
に
触
れ
て
も
ら

う
た
め
の
活
動
で
す
。

　

事
前
に
、
職
場
で
の
マ
ナ
ー

や
心
構
え
な
ど
を
学
ぶ
講
演
会

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
生
徒
た

ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
ご
と
に

分
か
れ
て
、
職
場
を
体
験
。
五

日
間
と
こ
れ
ま
で
で
最
も
長
い

期
間
が
設
定
さ
れ
た
今
回
は
、

町
内
四
十
二
カ
所
の
事
業
所
に

協
力
を
い
た
だ
き
、
そ
の
う
ち

三
十
四
カ
所
の
企
業
や
店
舗
な

ど
で
実
際
に
職
業
体
験
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
白
い
森
調
剤
薬

局
で
、
受
付
な
ど
の
接
客
を
担

当
し
た
北
部
中
学
校
の
佐
藤
美

里
さ
ん
は
、「
立
ち
仕
事
で
大
変

で
す
」
と
話
し
な
が
ら
も
、
訪

れ
る
か
た
が
た
一
人
ひ
と
り
に

笑
顔
で
接
し
て
い
ま
し
た
。

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

沖庭小学校５・６年生による「白波五人男」

「
奥
州
安
達
ヶ
原
一
つ
家
の
場
」の
１
シ
ー
ン

�������������	�
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�
��

�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

■
募
集
内
容　

消
防
職
若
干
名

■
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月

５５

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
高
卒

以
上
の
学
歴
を
有
す
る
か
た

で
、
西
置
賜
在
住
の
か
た
。

■
募
集
期
間

　
　

月
１
日
�
〜
９
日
�

１２
■
試
験
日　
　

月　

日
�

１２

２０

■
試
験
場
所　

置
賜
生
涯
学
習

プ
ラ
ザ
（
長
井
市
）

■
受
験
方
法　

消
防
小
国
分
署

に
準
備
し
て
い
る
所
定
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

消
防
署
小
国
分
署

（
�　

―
２
１
５
４
）
へ

６２

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

■
日　

時　
　

月
２
日
�

１２

　
　
　
　
　

午
後
６
時　

分
〜

３０

■
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料　

無
料
で
す
の
で
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

教
育
委
員
会
事
務

局
へ

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

■
日　

時　
　

月　

日
�

１１

２３

　

正
午
（
開
場
は　

時　

分
）

１１

３０

■
場　

所　

ふ
れ
あ
い
の
家

■
そ
の
他　

出
店
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
希
望
す
る
場
合

は
、　

月
５
日
�
ま
で
申
し

１１

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

実
行
委
員
会
（
商

工
会
�　

―
４
１
４
６
）
へ

６２

�
�
�
�
�
�
�
�
	
	
�

■
日　

時　
　

月　

日
�

１１

１５

　

午
前
９
時
〜
開
会
式

　

午
前
９
時　

分
〜
競
技
開
始

２０

■
場　

所　

町
民
体
育
館

■
内　

容　

団
体
戦
（
予
選
・

決
勝
）、
県
選
抜
対
抗
戦

■
そ
の
他　

翌　

日
に
は
、
合

１６

同
練
習
（
練
習
試
合
）
を
行

い
ま
す
。

■
問
合
先　

実
行
委
員
会
（
多

勢
�　

―
２
０
４
３
）
へ

６２

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

　

日
本
下
水
道
協
会
山
形
県
支

部
に
登
録
し
て
い
る
責
任
技
術

者
で
、
登
録
の
有
効
期
限
が
平

成　

年
１
月　

日
ま
で
の
か
た

２１

３１

は
、
現
在
所
属
し
て
い
る
指
定

工
事
店
所
在
地
の
市
町
村
で
、

更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
必
要
な
手
続
き

　

�
登
録
更
新
の
申
請

　

�
更
新
講
習
会
の
受
講

■
申
請
期
間　

　
　

月
４
日
�
〜　

月
２
日
�

１１

１２

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

県
の
狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
の
期
間
は
、
あ
ら
か
じ

め
手
続
き
を
行
っ
た
狩
猟
者
に

対
し
て
、
狩
猟
可
能
区
域
に
お

け
る
対
象
鳥
獣
の
狩
猟
が
認
め

ら
れ
ま
す
。
狩
猟
者
が
納
め
る

狩
猟
税
は
、
県
の
環
境
・
鳥
獣

保
護
施
策
に
活
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
期
間
中
の
狩
猟
行
為
に
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

■
県
の
狩
猟
期
間

　

▼
カ
モ
類
（　

種
）

１１

　
　
　

月
１
日
〜
１
月　

日

１１

３１

　

▼
そ
の
他
（　

種
）

３８

　
　
　

月　

日
〜
２
月　

日

１１

１５

１５

■
問
合
先　

置
賜
総
合
支
庁

　
（
�
０
２
３
８
―　

―
６
０

２６

３
５
）
へ

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

■
日　

時　
　

月　

日
�

１１

１４

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

■
場　

所　

置
賜
総
合
支
庁

■
内　

容　

地
元
県
議
に
よ
る

地
域
課
題
や
施
策
展
開
の
審

議
を
傍
聴
で
き
ま
す
。

■
問
合
先　

県
議
会
事
務
局
政

策
調
査
室
（
�
０
２
３
―
６

３
０
―
２
８
４
６
）
へ

ご
案
内

おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーーお 知 ら せ コ ー ナコ ー ナ ーー

募  
集

催  
し

皆さんの声をお寄せください
町長室専用メール　ｓｈｉｒｏｉｍｏｒｉ＠ｔｏｗｎ.ｏｇｕｎｉ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ
町長室専用ＦＡＸ　� ６２－２６１１
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勤務時間求人数職　　種事　業　所　名

８：００～１７：００２人土木施工管理技士� � � � � �

８：００～１７：３０ほか２人ホールスタッフ��������	
������

８：００～１７：００ほか１人生花販売・配達� � � � � �

８：３０～１７：３０１人電気部品製造� � � � � � � � 	 �

８：３０～１７：１５３人車両管理員� � � � � � � �

８：３０～１７：３０ほか３人看護師・准看護師� � � � � � � � �

８：４５～１８：００１人レジ係� � � � � � �

８：００～１７：００１人土木施工管理技士� � � � �

９：１５～１７：００１０人特別営業職・ルート営業��������	
���

９：００～１８：００１人営業� � � � � � � � �

８：００～１７：００１人測量助手� � � � � � � � 	 �

８：００～１７：００６人ダンプ・重機運転士ほか� � � � � �

８：００～１７：００２人一般作業員ほか� � � � �

８：５０～１７：３０１人薬剤師� � �

８：００～１７：００２人電気工事（見習い可）� � � � �

８：００～１７：００４人土木施工管理技士ほか� � � � �

８：３０～１７：００２人機械系生産技術ほか� � � � � � � � �

９：００～１８：００１人製造装置の開発��������	
�

１７：００～２１：００ほか１人居酒屋での接客��� � � � �

９：００～１３：００ほか３人コンビニ・カラオケ店員��������	
�����

８：３０～１７：３０１人設備業務及び運転手� � � � �

９：００～１８：００間５時間３人販売他��������	
���

７：３０～１７：００１人木質チップ製造工� � � � � � �

　左の表は１０月１５日現在の求人
内容です。無効になっている場
合もありますのでご了承くださ
い。※詳しいことは、ハローワー
ク長井（�８４―８６０９）へ

� � �� � � ��

　今月の口座振替日は、次の
とおりです。振替日前日まで、
指定口座に入金してください。
●１１月２６日�　水道料
●１２月１日�　後期高齢者保
険料５期、国民健康保険税
５期、介護保険料、下水道
料・簡易水道料、住宅使用
料、保育料など
■問合先　税務出納課へ

今月の納税

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�

■
日　

程　
　

月
４
日
、　

日
、

１１

１１

　

日
子
育
て
講
座
「
雑
穀
料

１８理
」、　

日
、　

月
２
日

２５

１２

■
時　

間　

午
前　

時
〜

１０

■
場　

所

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前

の
子
ど
も
と
お
家
の
か
た

�
�
�
�
�
�
�
�

■
日
程
と
場
所

　
　

月
６
日
、　

日

１１

２０

　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

　
　

月　

日
、　

日

１１

１３

２７

　
　
　

お
ぐ
に
保
育
園

■
時　

間　

午
前　

時
〜

１０

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前

の
子
ど
も
と
お
家
の
か
た

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

■
日　

時　
　

月
８
日
�

１１

　
　
　
　
　

午
前
９
時　

分
〜

３０

■
場　

所　

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
、

　
　
　
　

人
形
劇
な
ど

■
申
込
期
限　
　

月
５
日
�

１１

■
問
合
先　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーーお 知 らお 知 ら せせ　 コ ー ナ ー

�����

������� 楊　　　逸
������ 井上　荒野
��������	��

 サカイ由佳子・田平　恵美
��������	
��岡本五十雄
��������	
��伊矢野美峰
���������	
����

� 辻野　哲弘
��������	
�

������������柏口　新二
�������� 石原　結實
��������	
����

� 鈴木志保子
※ほか多数入りました。

����　毎週月曜日

��������	
���������	
�

今月の町長と語る日は１１月２０日�です。
お気軽においでください。
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保健カレンダー
場　所対象（生まれた月）受付時間月日乳幼児健診

健康管理センター

※持ち物
　母子健康手帳

平成２０年８月
１３：００～１３：１５１２／１９

４カ月児健診

平成１９年１２月１歳児健診

平成１９年４月～６月１２：３０～１３：００１２／１２１歳６カ月児健診

■問合先　健康福祉課へ

����

■日　時　１１月１９日�
　受　付　１０：３０～１４：３０
　相　談　１１：００～
■場　所　役場町民相談室
■対応者　社会保険事務所職員
■問合先　町民課へ

����

■日　時　１１月２１日�
　　　　　１２月５日�
いずれも受付時間は、１０：００
～１２：００となります。

■場　所　総合センター
■対応者　町人権擁護委員
■その他　１２月５日は、齋藤恒
助行政相談委員による特設行
政相談所も同時開催します。
■問合先　町民課へ

�������

■日　時　１２月５日�
　　　　　１０：００～１５：００
■場　所　総合センター
■対象者　どなたでも無料で相
談できます。希望する場合は、
１２月１日までに申し込んでく
ださい。
■問合先　町民課へ

ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局）�６２－２１４１　小国町健康管理センター（健康福祉課）�６１－１０００　子育て支援センター�６２－２３３０
町民体育館�６２－５４２１　町立病院�６１－１１１１　老人保健施設�６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
　大型機械での除雪が困難な歩道・生活道
路などを対象に、町のハンドガイド式小型
除雪機（３５馬力）を貸し出します。
■対 象 者
　・２世帯以上で構成する任意団体
　・町長が特に認める個人（法人）
■募集期間　１１月４日�～２１日�
■貸出期間　１１月下旬～３月３１日
■申 込 先　地域整備課へ

秋の�������
　「秋の火災予防運動」が、１１月９日～１５日
に実施されます。空気が乾燥し、火災の多
い季節ですので、火の取り扱いにご注意く
ださい。また、家族を火災から守るため、
住宅用火災警報器を設置しましょう。
■問合先　消防署小国分署（�６２－２１５４）へ

県内就職を応援�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

■融資金額　最高１，０００万円まで
■融資期間　据置期間を含め１０年以内
　　　　　　（元金返済の据え置き期間は、

最長６年間）
■融資金利　年２．２％～２．８５％（保証料別途

年０．５％。また、県内就職した
場合、以降の元金２００万円を限
度に年１．０％を利子補給）

■問 合 先　労働金庫小国支店
　　　　　　（�６２－４４５６）へ
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■
対
象
者　

十
一
月
一
日
現
在

に
お
い
て
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
小
国
町
に
居
住
し

て
い
る
か
た
で
、
町
民
税
が

非
課
税
と
な
っ
て
お
り
、
さ

ら
に
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所

し
て
い
な
い
次
の
世
帯

�
高
齢
者
世
帯
（
満
六
十
五
歳

以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯

及
び
高
齢
者
の
み
の
世
帯
）

�
ひ
と
り
親
の
世
帯
（
児
童
扶

養
手
当
受
給
世
帯
・
満
二
十

歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
世
帯
）

�
障
害
者
世
帯
（
身
体
障
害
者

手
帳
一
級
・
二
級
の
か
た
が

構
成
員
の
世
帯
、
療
育
手
帳

Ａ
の
か
た
が
構
成
員
の
世
帯
、

精
神
保
健
福
祉
手
帳
一
級
の

か
た
が
構
成
員
の
世
帯
）

�
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
受

給
世
帯

�
在
宅
系
施
設
利
用
者

■
助
成
額　

八
千
円
（
一
枚
千

円
の
灯
油
券
八
枚
綴
り
）

■
使
用
期
限

　

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
日

■
受
付
期
間　

　

十
一
月
十
七
日
�
〜

　

十
二
月
十
九
日
�

■
使
用
で
き
る
販
売
店

　

山
形
県
石
油
協
同
組
合
小
国

支
部
の
加
盟
店

■
申
請
方
法　

健
康
福
祉
課
で

の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
請
す
る
場
合
は
、
印
鑑
を

持
参
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
代
理
の
か
た
で
も
申

請
で
き
ま
す
が
、
代
理
の
か

た
の
印
鑑
、
身
分
を
確
認
で

き
る
も
の（
運
転
免
許
証
等
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

健
康
福
祉
課
へ

��
��
��
��
��
��
��

�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�

不要な農薬を処分しま不要な農薬を処分しますす

　不法投棄や残留農薬問題への関心が高
まっています。ＪＡ山形おきたまでは、
期限切れの農薬、不要になった農薬、登
録が失効した農薬などの処分を行います。
■日　時　１１月１４日�
　　　　　９：３０～１５：００
■場　所　ＪＡ山形おきたま小国資材セ

ンター前（針生地内）
■処分費　１６０円／１�
　　　　　現金又は貯金振替
■その他　持ち込む際には印鑑を持参し
てください。農薬は種類ごとに�粉粒
剤、�乳液剤、�水和剤、�スプレー
缶に仕分けし、別々に段ボールや袋に
入れてください。
■問合先　ＪＡ山形おきたま小国支店
　　　　　（�６２－５５８８）へ

���������������������
����������

　県では、木造住宅の「出前耐震
診断講座」を行っています。少人
数でも申し込みできますので、公
民館などのグループ単位で申し込
んでください。
■申込先　地域整備課へ

横川の水位にご注意を
　横川発電所では、施設設備の調
整作業などを行う試験運転を１１月
４日～１２月上旬まで実施します。
　これに伴い、横川の河川水位が
急に変動する場合がありますので、
十分に注意してください。
■問合先　県企業局発電所建設事

務所
　　　　　（�０２３８－８８－３０５９）へ

小国町役場�６２－２１１１�　ＦＡＸ６２－５４６４ 行政管理室�６２－２１１２ 政策企画室�６２－２２６４
住民窓口担当・町民生活担当�６２－２２６０ 国保医療担当�６２－２２６１ 税政管理室�６２－２４０３
出納室�６２－２４０６　　　　　　　 農林振興室�６２－２４０８ 商工振興室・交流推進室�６２－２４１６
建設管理室・上下水道室�６２－２４３１ 建設技術室�６２－２４３２ 議会事務局�６２－２４４８
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誕生おめでとうございます。 

　 

小 国 町  塩　川　夏　槻 
健　一 
明　実 （ 

な つ き  

さ く あ  
小国小坂町 伊　藤　咲　歩 

友　和 
千　鶴 （ 

お と は  

東 原  渡　部　音　羽 
孝太郎 
　桜 （ 

　 

小国小坂町 山　北　裕　聖 
裕　晃 
　梢 （ 

ゆ う せ い  

あゆむ 

小国小坂町 貝　沼　　歩 
繁　夫 
紀　子 （ 

す ず か  

小 国 町  伊　藤　寿々花 
喜　裕 
友　子 （ 

　 

岩 井 沢  淺　沼　実　久 
敏　雄 
由　加 （ 

み 　 く  

か り ん  

小国小坂町 今　野　可　琳 
晋太郎
裕　子 （ 

こ ま ち  

大 宮  遠　藤　小　町 
昌　紀 
　恵 （ 

人  口　男 … 4,559人（－8） 
女 … 4,815人（＋4） 
計 … 9,374人（－4） 

世帯数 　　3,261世帯（－4） 
平成20年9月30日 

おくやみ申し上げます。 

綱 木 箱 口  
小 玉 川  
岩 井 沢  
幸 町  
五 味 沢  
尻 無 沢  
幸 町  
石 滝  
大 石 沢  
　 北 　  
岩 井 沢  
小 渡  
緑 町  
古 田  

(71) 
(69) 
(93) 
(80) 
(72) 
(63) 
(71) 
(94) 
(65) 
(78) 
(94) 
(79) 
(50) 
(85)

鈴　木　　仁 
佐　藤　宏　一 
飯　田　トラノ 
渡　邉　テ　ル 
齋　藤　吉　弘 
齋　藤　　武 
齋　藤　春　作 
齋　藤　は　つ 
　　井　チサ子 
野　澤　サキ子 
　　橋　初　男 
新　野　文　夫 
伊　藤　　明 
安部　平左衛門 

人口のうごき 

結婚おめでとうございます。 

石 滝  
幸 町  

　今　　勇　輝 
加　藤　圭　菜 （ 

増 岡  
東 根 市  

嶋　貫　大　介 
大　江　　静　 （ 

兵 庫 舘  
岩 井 沢  

佐　藤　宇　浩 
山　口　　郁　 （ 

　今回は、豊嶋石英硝子�の硝子加工場
を訪ねました。

職場を訪ねて 職場を訪ねて ⑦ ⑦ 

　豊嶋石英硝子�は、石英ガラスの加工
を専門に行う企業として、約２５年前に操
業を開始しました。
　入社して６年目となる今悠樹さん（小
渡）は、「会社では若手と言われています
が、年齢だけでなく、技術的な面で先輩
たちとの差を感じながら作業しています。
職場では、ガラス製の部材を削ったり、
切断したり、バーナーで加熱処理して、
製品の形に仕上げています。ガラスは、
熱で膨張すると割れやすいので、加工の
際には、温度の加減に最も注意していま
す。いつでも正確な仕事ができるよう、
また技術的な要望にこたえられるように、
もっと技を磨いていきたいと思います」
と話していました。

���������

今
さ
ん
は
、
２
つ
の
バ
ー
ナ
ー
を
巧
み

に
使
い
、
加
工
の
準
備
段
階
「
つ
や
出

し
」
の
作
業
を
し
て
い
た

　

今
月
の
特
集
に
あ
た
り
、

短
期
留
学
し
た
生
徒
と
話
し

た
と
き
の
こ
と
。
私
は
、
海

外
で
の
授
業
や
生
活
で
感
じ

た
戸
惑
い
な
ど
を
聞
き
だ
そ

う
と
、「
話
が
通
じ
な
く
て
、

困
っ
た
こ
と
は
？
」
と
聞
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
生
徒
た
ち
か
ら
は
、「
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
分
か
る

ま
で
話
す
の
で
、
困
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
」
と
の
返
答
。
そ
の
真
剣

な
ま
な
ざ
し
に
、
あ
り
き
た
り
な
返

答
を
想
定
し
て
い
た
自
分
を
恥
ず
か

し
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
、

こ
の
よ
う
な
生
徒
た
ち
が
、
大
き
く

活
躍
し
て
く
れ
る
な
ら
、
き
っ
と
世

界
中
が
明
る
く
な
る
だ
ろ
う
と
、
と

て
も
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。（
片
桐
）

��������������������������������������������������������������������


